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1. 序論  
長方形角柱に生じる渦励振は上流側隅角部から

剥離した剥離渦が主要な原因である。剥離流れを

制御できれば渦励振動を抑制できると考えられる。 
本研究では箱形断面橋梁の前縁剥離点付近に添加

物を設置することにより、渦励振の制振効果を 

実験的に調べる。今回の実験により、ある特定の

位置に添加物を設置することにより、大きな制振

効果が得られることが分かった。 
2. 実験方法 

2 次元模型の断面形状を Fig.1 に示す。模型の長

さは 600mm である。また今回の実験で用いた添加

物はφ200mm の半円地覆とφ100mm の円形高欄

の２種類である。添加物の設置位置は剥離点付近

で、Fig.1(b),(c)に示す位置である。ある。半円地覆

は１１点、円形高欄は１４点である。 
 
 
         

       
 

         
 

 
 
 

Fig.1(b)円柱        Fig.1(c)半円突起 
 

3. 実験結果 
3-1. 半円突起 

長方形角柱を風洞内に設置し、2.0m/s から 6.0m/s
において、自由振動実験を行った。その結果、4.0m/s
付近で最大応答振幅を示した。そこで半円突起を

設置することによって制振を試みた。 

Fig.2 に示すように、適当な半円突起の設置により、

この渦励振は抑えられる。 

 Fig.3 positions to set up 
 
Fig.3 に調査した半円突起の設置位置を示す。○

は制振効果の無かった設置位置、●は制振効果の

あった設置位置を示している。 
 
3-2. 円形高欄 

 Fig.5(b)の●、○の印の位置に円形高欄を設置し

た。添加物の無い橋梁模型の渦励振発生速度であ

る 3.6,3.8,4.0m/s に対して、応答を調べた。その結

果、設置 16 点のうち●4 点において、振幅を減少

させる制振効果が確認できた。 
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Fig. 6: amplitude RMS varies with position 
いくつかの位置に円柱を設置したときの渦励振

応答を調べた。その結果を Fig.6 に示す。  
 特に円柱を(20,25)に設置した時、十分な制振効果

が認められる。しかし、(15,10)、(5,15)、(15,25)に
設置することによって、より振幅を増大させた。 
 
 

3-3. 流れの測定   

Fig.1(a) 橋梁 
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Fig.5 positions to set up 
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Fig.2  amplitude RMS varies with position 
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熱線流速計を用いて、3.6m/s 、3.8m/s 、4.0m/s
に対する後流のカルマン渦測定を行った。測定位

置は添加物を設置した位置より x 方向に 20mm、y
方向に 10mm である。結果の一例を Fig.7 に示す。 

半円突起により効果が確認された設置位置の後

流は、約 80Hz の高周波数で構成されていた。また、

円柱においても、約 100Hz の高周波数で構成され

ていた。このことから、制振効果の要因として、

カルマン渦の放出が挙げられる。 
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4. 結論 
 ある特定の箇所に、添加物を設置することによ

り、制振効果を得ることが出来た。しかし設置位

置によっては、逆に振幅を増大させることもある。 

制振できた設置箇所の後流側には、カルマン渦が

発生していることから、剥離流れ上に添加物を設

置することにより、制振が可能であると推測され

る。 
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Fig.7(a) 半円突起 
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Fig.7(b) 円柱 
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